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研究成果の概要（和文）：　研究代表者は、嚥下障害患者に汎用されているとろみ調整食品（以下、とろみ剤）
で内用薬を服用した場合、内用薬の薬効が減弱してしまう医療上の問題を発見した。そこで、本研究では、とろ
み剤を用いた内用薬の至適投薬法を確立するとともに、服薬時におけるとろみ剤以外の服薬補助製品の至適使用
法を確立した。さらに、健常成人を対象とした内用薬の経口投与試験を実施し、とろみ剤が内用薬の薬効を減弱
させることも明らかにした。
　本研究の成果は、嚥下障害患者のみならず、抗精神病薬等の投与によって薬剤性嚥下障害を発症している患者
にも応用が可能である。そのため、研究成果の社会的需要、社会貢献度が高いことが考察された。

研究成果の概要（英文）：The principal investigator discovered a medical problem in which the 
efficacy of an oral medication is weakened when the medication is taken with a thickening agent, 
which is commonly used for patients with dysphagia. Therefore, this study established the optimal 
dosing method for oral medications using thickening agents, as well as the optimal use of medication
 aids other than thickening agents when taking medications. In addition, this study conducted an 
oral administration study of oral medications in healthy adults and demonstrated that thickening 
agents attenuate the efficacy of oral medications.
　The results of this study can be applied not only to patients with dysphagia but also to patients 
who have drug-induced dysphagia due to administration of antipsychotic drugs. Therefore, the social 
demand and social contribution of the research results are considered to be high.

研究分野：病院薬学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では、高齢者を含む嚥下障害患者における服薬上の問題点を解決するために内用薬の至適投薬法を確立
し、さらに、高齢患者が服薬と同時に栄養を摂取するための投薬法を検討した。本研究では、服薬時に栄養を補
うための服薬補助食品として粘性が高いヨーグルト製品に着目し、内用薬を経口投与した動物実験でヨーグルト
製品の有用性を評価した。また、一包化調剤時に問題となる調剤薬の吸湿を予防するための対策として、一包化
調剤薬専用の保存袋を開発し、有効性を評価した。
　上述した研究成果を踏まえ、本研究が高齢者を含む嚥下障害患者及び一包化調剤の対象患者における薬物療法
の成績向上に大きな役割を果たすものと考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景  
 
報告者は、本研究の開始当初に、嚥下困難者や嚥下障害患者に汎用されているとろ

み調整食品（以下、とろみ剤）で内用薬を服用した場合、薬効が減弱してしまう医療上の

深刻な問題を発見していた。なお、とろみ剤とは、食物や飲料に加えて混ぜ合わせるだけ

で、簡便に適度なとろみが付加できる粉末状の食品である。また、報告者が実施した介

護保険施設を対象としたアンケート調査によって、とろみ剤溶解液（とろみ剤を飲料等の

適切な溶媒で溶解した溶解液をとろみ剤溶解液と定義する。）で内用薬を服用している

嚥下困難患者の場合、薬効が十分に発現しているとは言い難い現状を明らかにしてい

た。さらに、健常成人を対象とした内用薬の経口投与試験によって、とろみ剤溶解液が

内用薬の薬効を減弱させる事実を証明していた。そのため、報告者は、とろみ剤溶解液

による服薬で薬効が減弱してしまう問題について、学会報告及び論文発表を通じて、介

護施設の介護者及び医療施設の医療従事者に注意を喚起していた。  
 
２．研究の目的  
 

嚥下困難者や嚥下障害患者におけるとろみ剤溶解液を使用した医薬品の至適内服

法を確立するとともに、薬物動態に影響しない新たな服薬方法を検討することが本研究

の目的である。また、本研究の特色は、嚥下困難者や嚥下障害患者に対して実施されて

いる薬物療法の治療成績を向上させるのみならず、副次効果として、医療費や介護費の

抑制に貢献することである。本研究で確立したとろみ剤溶解液を使用した医薬品の至適

内服法は、嚥下困難者及び嚥下障害患者のみならず、小児科領域の患児、抗精神病

薬等の副作用で薬剤性嚥下障害を発症している精神科領域の患者にも応用が可能で

ある。そのため、本研究の成果に対する社会的需要、研究成果の社会貢献度は高いと

考えられる。  

 
３．研究の方法  
 

（１） とろみ剤溶解液を使用した医薬品の至適内服法の確立  

本研究では、とろみ剤に添加されている増粘多糖類の種類によって、とろみ剤溶解液

に浸漬させた錠剤の崩壊時間が異なることを明らかにした。増粘多糖類としてグアーガム

が添加されたとろみ剤溶解液に錠剤を浸漬させた場合、とろみ剤の濃度に関わらず、錠

剤の崩壊性が著しく阻害された。一方、増粘多糖類であるキサンタンガムが添加されたと

ろみ剤溶解液に錠剤を浸漬させた場合、とろみ剤を低濃度に調製し、さらに、錠剤の浸

漬時間を 1 分間以内に留めれば、錠剤の崩壊性に影響しないことを証明した。これらの

結果から、下述した 3 点に配慮した内服法を実践する必要性を明らかにした。  

①  服薬には、グアーガムよりもキサンタンガムが添加されたとろみ剤が適している。  

②  キサンタンガムが添加されたとろみ剤溶解液で錠剤を内服する場合、とろみ剤を必要    

以上に高濃度に調製しない。  

③  錠剤をキサンタンガム系のとろみ剤溶解液に浸漬させる場合、浸漬時間を 1 分以内



に留める。  

 

（２） 市販とろみ飲料を用いた医薬品の至適内服法の検討  

市販されているキサンタンガム系のとろみ飲料に錠剤を浸漬させた場合、錠剤の浸漬

時間を 1 分間以内に留めれば、錠剤の崩壊性に影響しないことを明らかにした。とろみ

飲料は、緑茶、スポーツ飲料、コーヒー等、多種類の溶媒で溶解された製品であるが、溶

媒の種類に関係なく、錠剤の浸漬時間を 1 分間以内に留めれば、錠剤の崩壊性に影

響しなかった。しかし、錠剤の剤型のうち、口腔内崩壊錠の崩壊時間が最も遅延したこと

から、とろみ飲料で口腔内崩壊錠を内服する場合、特に、錠剤の浸漬時間を短時間に

留める工夫が必要である。  

 

（３） 服薬補助ゼリーを用いた医薬品の至適内服法の確立  

服薬補助ゼリーに錠剤を浸漬させた場合、錠剤の崩壊性に影響しないことを明らかに

した。キサンタンガム系のとろみ剤溶解液・市販とろみ飲料で崩壊時間が遅延した口腔内

崩壊錠であっても、服薬補助ゼリーに浸漬させた場合、錠剤の崩壊時間に影響を及ぼさ

なかった。そのため、服薬補助ゼリーによる服薬は、嚥下困難者・嚥下障害患者・薬剤性

嚥下障害患者に適した服薬手段の一つであることが示唆された。   

 

（４） 新たな服薬方法の検討  

とろみ剤溶解液・服薬補助ゼリー以外の服薬補助製品として、ヨーグルトの有用性を

検討し、粘性の高いヨーグルト製品による服薬の有用性を明らかにした。なお、ヨーグルト

は、内用薬の味をマスクするために服薬補助食品として汎用されている。とろみ剤溶解液

で崩壊時間が遅延した速崩壊性錠剤を粘性の高いヨーグルト製品に浸漬した場合、錠

剤の崩壊時間、溶出率に大きな影響は認められなかった。また、ラットを使用した動物実

験によって、ヨーグルトによる服薬は薬物動態に影響を及ぼさないことが確認できた。  

 

（５） 一包化調剤薬の吸湿予防法の検討  

新型コロナウイルス感染拡大による処方日数の長期化に伴い、一包化調剤薬が吸湿

する可能性が高くなっている。しかし、現状では、一包化調剤薬の吸湿対策は十分とは

言い難い。特に、高齢者に処方される頻度が高い口腔内崩壊錠が吸湿した場合、崩壊

時間が遅延し、未崩壊の錠剤が口腔内に残ってしまうため、服薬コンプライアンスが低下

する。そこで、本研究では、高齢者における服薬コンプライアンスの低下を予防するために

一包化調剤薬の吸湿予防法を検討した。一包化調剤薬の吸湿予防法として、報告者

は、一包化調剤薬専用の保存袋（28 日分／84 包の一包化調剤薬が保存できる容量）

を作成した。なお、報告者が作成した保存袋は、内側の包装が乾燥剤とフィルムを一体

化させた高機能フィルムで作られているため、シリカゲル等の除湿剤を必要としないことが

特徴である。保存袋を用いた加湿実験によって、一包化調剤後の L-アスパラギン酸カリ

ウム錠、バルプロ酸ナトリウム錠が吸湿の影響を受けないことを明らかにした。なお、L-アス



パラギン酸カリウム錠、バルプロ酸ナトリウム錠は、千葉県薬剤師会会員の薬剤師を対象

としたアンケート調査の結果、特に、一包化調剤後に吸湿が問題となった内用薬である。  

 

４．研究成果  

 

本研究によって、英文 10 報（査読あり）、邦文 2 報（査読あり）の成果を挙げた。さら

に、近年、報告者の研究成果が医療従事者や介護者から注目され、週間  医学界新聞

（医学書院）への研究成果の寄稿

（https: / /www.igakusho in .co . jp /paper /archive /y2021/3419_02）、読売新聞の取材協力

記事（h ttps: / /www.thu.ac . jp /news/2022/220831-02）等、これまでの研究活動が大きく評

価された。特に、医学界新聞への寄稿については、公開された 2021 年 5 月の人気記事

第 1 位（h ttps: / /www.facebook.com/ igakukaishinbun/pos ts/161237459348397）になり、

多くの医療従事者から反響が寄せられた。   

これまでに、報告者は、一包化調剤時に使用する自動錠剤分包機のローターカセット

に保存した酸化マグネシウム錠が吸湿してしまう問題を明らかにし、ローターカセット内に

保存する非包装の酸化マグネシウム錠の吸湿対策を 2018 年の医療薬学誌（DOI：

https: / /do i .org /10 .5649 /j jphcs.44 .172）に報告した。この成果を踏まえ、本研究では、一

包化調剤時に汎用されているセロハンポリエチレンラミネート紙の包装内部の湿度を経時

的に解析し、2020 年の医療薬学誌（DOI：h ttps: / /doi .org /10 .5649/ j jphcs .46 .57）に報告

した。さらに、包装フィルムの素材によって包装内部の湿度が異なること、包装フィルムの

素材によって錠剤の吸湿に及ぼす影響が異なることを明らかにし、研究成果を 2020 年

の Heliyon 誌（DOI：10 .1016/j .he l iyon .2020.e05362.  eCol lec t ion  2020  Nov.）に報告し

た。  

これまでの報告者の研究成果を実臨床に適用することで、一包化調剤薬の吸湿問題

が低減できる可能性を示すことができたが、根本的な解決には至らなかった。そこで、報

告者は、更なる一包化調剤薬の吸湿問題の解決を目指し、一包化調剤薬専用の保存

袋を作成した。保存袋を使用した加湿試験の結果、一包化調剤後に吸湿が問題となる

L-アスパラギン酸カリウム錠、バルプロ酸ナトリウム錠が吸湿の影響を受け難くなることを明

らかにし、2023 年の Journal  of  Pharmaceu tica l  Heal th  Care  and Sc iences 誌

（ f i le : / / /C: /Users/ t tomita /Downloads /s40780-022-00273-8%20(11) .pdf）に報告した。   

報告者は、とろみ剤溶解液が錠剤の崩壊時間を遅延し、さらに、溶出率を低下させる

医療上の問題点を発見し、2015 年の薬学雑誌（DOI：10.1248 /yakushi .15-00021）に報

告した。また、とろみ剤溶解液が内用薬の薬効発現を減弱してしまうことを明らかにし、

2016 年の Biolog ical  and Pharmaceu tica l  Bul le t in 誌（DOI：

https: / /do i .org /10 .1248 /bpb.b15-00848.）、同年の薬学雑誌（DOI：  

h t tp s: / /do i .org /10 .1248 /yakush i .15-00272.）、2017 年の Dysphag ia 誌（DOI：  

10 .1007/s00455-017-9787-1 .  Epub 2017 Mar  7 .）、2018 年の Diabeto logy 

In terna t ional 誌（DOI：10.1007/s13340-018-0372-0 .  eCol lec t ion  2019  Jan .）に報告し



た。この成果を踏まえ、本研究では、とろみ剤溶解液を使用した医薬品の至適内服法を

確立し、2020 年の Scien t i f ic  Repor t s 誌（DOI：10 .1038/s41598-020-73135-8 .）に報告

した。  

これまでに、報告者は、とろみ剤溶解液による服薬研究で、2018 年に開催された日本

病院薬剤師会東北ブロック第 8 回学術大会で優秀ポスター賞を受賞した。さらに、本研

究の成果により、2019 年に日本ヘルスケア協会（現、一般財団法人日本ヘルスケア協

会）が主催した日本ヘルスケア学会年次大会で優秀賞を受賞した。上述した現状を踏ま

え、嚥下困難者及び嚥下障害患者における服薬法の研究については、報告者が世界を

リードし、高い評価を得ていることが考察された。  
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